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第３章 評価小委員会のコメント及びコメントに対する対処方針 

 
 本研究開発事業に対する評価小委員会のコメント及びコメントに対する推進課の対処方針は、

以下のとおり。 
 

「バイオ医薬のための超低用量体内動態分析技術開発」 

コメント 

①出口戦略について 

日本の医薬産業はビジネスの出口戦略に問題があるとの認識はされているが、ファイナンス

の問題も含めてベンチャーを使った出口の戦略性に欠けている。厚生労働省への働きかけと

ともに、経済産業省の役割としてベンチャービジネスの育成をこの事業の中で強化して進める

べきである。 

 

②研究開発資金、スキーム等について 

考える内容は重要であり、研究資金が限られているとは言え不用意にターゲットを絞ることは

リスキーなことと思える。プロジェクト単価は大きくなくても広く実施できるような府省の連携体

制を整えることが重要である。 

国のプロジェクトとして製造技術、評価技術といった分野で国際標準をとっていくということも含

め、小粒のものに終わらないで、世界のプラットフォームリーダーを目指せるものとなることを

期待する。 

 

対処方針 

①本事業により開発する各技術は創薬ベンチャー等が実装するものであり、事業終了時には

各技術が創薬ベンチャー等に導入され、創薬ベンチャーの競争力強化に貢献する。また、創

薬基盤技術開発の推進により周辺機器等の関連産業も活性化し、創薬分野だけでなく周辺産

業のベンチャー育成にもつながる。 

 

②文部科学及び厚生労働省・PMDA（医薬品医療機器総合機構）とも随時連携しながら本事業

を実施する予定である。本事業の実施により、個別化医療に対応した次世代の新薬を世界に

先駆けて創出することが可能となり、開発された製造技術や評価技術、作成されたマニュアル

等のプラットフォーム化を目指してゆく。 
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